
1月 2019のアーカイブ 

戦後の闇市・買出し列車 

 

「暖衣飽食こと足れり」の現代社会に私は馴染めない。 

戦後間もなく日本人は飢餓に喘いでいた。 

殺伐とした時代に人々は「闇市」へ、「買出し列車」へ、殺到した。 

この頃、配給券を握りしめ「黒パン」や「配給米」を貰いに行かされたことなどが頭に浮かぶ。 

また、町なかをヒロポン中毒の若いアンちゃんがおぼつかない足取りでフラついていたり、傷痍軍人が町角に

立って物を乞う姿が切なく思い出される。 

『主な闇市 

闇市は日本各地の都市部に同時期に発生し東京では新宿東口から新宿通りに成立していた箇所が知られる。現

在では闇市の多くは商店街や繁華街となっており、かつての面影はない。 

一部の地域の裏通りにかつての闇市を思わせる一角が残っているところがあり、例えば、新宿西口の思い出横

丁、歌舞伎町の新宿ゴールデン街、中野のサンモール、上野のアメヤ横丁下北沢の駅前食品市場、吉祥寺のハ

モニカ横丁、大阪の鶴橋商店街、大阪の五階百貨店、、神戸の元町高架通商店街などが知られている。

（ Wikipedia 最終更新日 2018.11.28） 

かつては、秋葉原、新橋、池袋、溝口、船橋、関西では梅田、阿倍野・天王寺駅、三宮など、鉄道駅を中心に

大規模な闇市があった。』 

ただ食べることに必死だった時代、人の心も飢えていた。 

2019 年 1 月 31 日 カテゴリー : 昭和の風景 投稿者 : yuyu-sha 

 

http://yuyu-sha.net/wp/?p=27303
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=25
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/1190131a.jpg


2019年1月30日のアーカイブ 

山かげに射す夕陽 

午後5時11分。 

ゆっくりと落ちる残り陽。 

冬の陽射しは薄く柔らかい。 

来る春を身をかがめて待つ。 

 

2019 年 1 月 30 日 カテゴリー : 丸太小屋の四季 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月29日のアーカイブ 

｢のり枠｣の出現 

｢のり枠｣が姿を隠して10年ほどになるだろうか。 

草に覆われていた｢のり枠｣が姿を見せた。 

2004年の台風23号で崩れたあとに設置したものだが、その数年後には草木に覆われてしまった。 

何を思ったのか？管理会社は海側に設置している「のり枠」内の草木を刈り込んだ。 

スッキリしたが何か腑に落ちない。 

http://yuyu-sha.net/wp/?p=27299
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=13
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27288
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/1901301711.jpg


《のり枠工は、斜面上に格子状のモルタル・コンクリートを造成し、斜面の安定を図る工法です。表層崩壊の

防止や、アンカー・ロックボルトの反力構造物等に利用されます。地すべり対策工としてのり枠が施工される

場合は、アンカーの反力構造物として利用される場合が多いです。反力構造物として使用する場合は、アンカ

ーの設計荷重に十分に耐えられるように設計計算を行います。  

（フリーフレーム協会：フリーフレーム工法 設計・施工の手引き）》 

 

2019 年 1 月 29 日 カテゴリー : 丸太小屋の四季 投稿者 : yuyu-sha 

 

2019年1月24日のアーカイブ 

1月の｢菜の花の丘｣ in ｢あわじ花さじき｣ 

｢菜の花｣便りに誘われてやって来たのが北淡のお花畑。 

神戸に帰る途中立ち寄ったが寒風に立ちつくす場面も。 

大改装中の花園だが、グランドオープンは来年の春とのこと。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=13
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27278
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27278
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190129a.jpg


 

2019 年 1 月 24 日 カテゴリー : あちこち淡路島 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月23日のアーカイブ 

北アルプス遠見尾根 

昭和40年代、神戸の某山岳クラブに入っていた頃の写真が出てきた。 

北アルプスへ春山合宿に行った時。 

五竜岳遠見尾根？でのスナップ。 

後方に鹿島槍ｹ岳。（双耳峰の窪み部分が見える） 

鹿島槍ｹ岳は当時「魔の山」と呼ばれ松本清張の小説（遭難）にも登場する。 

鹿島槍ｹ岳の双耳峰は美しい。 

当時の登山風俗がしのばれる。 

右端の方がリーダーだが当日、日本で初めて当谷をスキーで滑降した。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=18
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27271
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/DSC_0299_1.jpg


 

2019 年 1 月 23 日 カテゴリー : 昭和の風景 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月22日のアーカイブ 

昼下がりのひと時 

師匠夫妻と私たちで新年会。 

お宅へお邪魔虫。 

ご馳走は色々。 

メインの酒はシャンペン、イタリアの「アンジオール ドール ランブルスコ セッコ(Angiol d’Or Lambrusco 

Secco)」。 

柔らかいソフトの甘みが口一杯に広がる。 

呑みやすいので飲みすぎに注意。 

昨年師匠が船で釣ったタチウオの照り焼きに舌鼓。 

今年は「照り焼き」にありつけるようタチウオ釣りに励もう。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=25
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27268
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/s-Point-Blur_20190123_094647.jpg


 

2019 年 1 月 22 日 カテゴリー : チョット一息 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月20日のアーカイブ 

取り壊される鈴蘭台駅前 

昨日に引き続き鈴蘭台駅前の近影。 

2017年(平成29年)の様子。 

この時期開発工事が進行中。

 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=16
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27260
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190122a.jpg
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/JointPics_20190120_082945.jpg


  

2019 年 1 月 20 日 カテゴリー : ぶらっと神戸 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月19日のアーカイブ 

鈴蘭台駅前の記憶 

一新された神戸電鉄鈴蘭台駅前。 

時の移ろいは速い。 

昭和から平成にかけてこの場所に有った風景も人びとの記憶の彼方に消え去る日も近い。 

昭和の風景としてかつての駅前を点描した。

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=14
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27251


 

http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/JointPics_20190119_172414-1.jpg


2019 年 1 月 19 日 カテゴリー : 昭和の風景 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月18日のアーカイブ 

マンマ・ミーア！ヒア・ウィー・ゴー＆輝ける人生 

 

マンマ・ミーア！ヒア・ウィー・ゴー 

前作『マンマ・ミーア!』の第二弾。 

エーゲ海を舞台に恋と家族愛のミュージカル。 

私の好きなメリル・ストリープが出るとあって楽しみにしてたが出番はラストの5分ほど、もの足りなかった。 

・監督・脚本：オル・パーカー 

・出演：アマンダ・セイフライド／ピアース・ブロスナン／コリン・ファース／ステラン・スカルスガルド／

メリル・ストリープ 

・2018年／アメリカ／Mamma Mia! Here We Go Again 

輝ける人生 

長年主婦として生きた女性が新たな生き方を見つけ出すまでを周りの人たちと共にシニカルに描く。 

老いた人びとの明日に向かう姿が印象的。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=25
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27237
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/DSC_0286-1.jpg


先進国が抱える｢老い｣が身につまされる。 

・監督・脚本：リチャード・ロンクレイン 

・出演・イメルダ・スタウントン／ティモシー・スポール／セリア・イムリー／デビッド・ヘイマン／ジョ

ン・セッションズ 

・2017年／イギリス／Finding Your Feet 

(於いて：湊川パルシネマ 

 2019年1月18日 カテゴリー : 鑑賞(映画・演芸 etc.) 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月17日のアーカイブ 

阪神淡路大震災から24年目の5時46分 

不謹慎と思うが部屋の中から神戸に向かって黙祷。 

風化の一途をたどる震災。 

あの日私たちの身に何が起こったのか。 

被災者を励まし助けてくれた多くの人たち。 

そんな善意の人たちに何を持って報いてきただろうか。 

一月十七日は我とわが身を恥じる一日でもある。 

 

 2019年1月17日 カテゴリー : 世の中のこと 投稿者 : yuyu-sha 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=11
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=11
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27239
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=15
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/s-190117a.jpg


2019年1月11日のアーカイブ 

現役の手押しポンプ 

有馬街道を｢すずらんの湯｣に向かう途中、正月用のしめ飾りを着せてもらっている｢手押しポンプ｣に出会う。 

着飾っているところを見ると現在も活躍中。 

六甲の麓に今も多くの井戸が残り、手押しポンプにより｢六甲の水｣が使える。 

間もなく阪神淡路大震災から24年、上水道が止まった街に浅井戸から手押しポンプで汲み上げられた水に人び

とが感涙した日のごとがよみがえる。 

世の中、自動化・ロボット化は時代の流れで仕方ないが万一に備え人力への代替を怠ってはなるまい。 

所詮、機械は｢機械的｣でしかない。 

 

2019年1月11日 カテゴリー : 世の中のこと, 昭和の風景 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月10日のアーカイブ 

下には下がある・ルーペ購入後日談 

昨日、拡大鏡めがねを買った話をした。 

ザックリ「ハズキルーペ」が七千円、アマゾンで買ったのが1500円。 

http://yuyu-sha.net/wp/?p=27232
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=15
http://yuyu-sha.net/wp/?cat=25
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27226
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/DSC_0289.jpg


昨日、ブログアップ後、買い物に行った地元のスーパーでなんと300円。 

予備用に躊躇なく買った。 

帰って性能面及び強度面をチェックしてみたが、上記に比べて遜色があるように思えない。 

「特価 大放出」とあるので通常の売価は？ 

下には下があるものだ。



 

http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190109b.jpg


2019年1月10日 カテゴリー : 雑記 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月9日のアーカイブ 

文字が見やすくなった!「拡大鏡めがね」 

テレビで「ハズキルーペ」の宣伝が盛んに行われている。 

それに触発されてルーペを買うことに決めた。 

ただし、ハズキルーペには目もくれない。 

テレビコマーシャルは踏んづけても壊れない強固さを強調しているので「売り」はそのぐらいだろう。 

アマゾンで類似品を探した。 

早速注文し翌日には届いた。 

いつか、ネットショップの注文から発送までをコマネズミのように働かされている人々の悲哀を写している映

画を観たがチャップリンの風刺映画「モダンタイムズ」の比ではない。 

広い倉庫の中をコンピュータを持たされた労働者が走り回っている。 

注文品が倉庫の所定の場所に届くと発信音に促され我れ先にと商品めがけて労働者は走り出す。 

商品を次工程に送り届けると次の作業が待っている。 

持ち場には何人もの労働者が控えているので一歩でも遅れをとると商品は誰かに持っていかれる。 

一件なんぼの超競争によって労働者は疲弊してゆく。 

昨日、「米アマゾン・ドット・コムの時価総額が7日、約7970億ドル（約87兆円）に達し、米マイクロソフト

（約7840億ドル）を抜いて初めて世界首位に立った。（ニューヨーク時事）」とあった。 

納得！ナットクはしたものの腑に落ちない。 

ルーペに戻ろう。 

アマゾンのようなブラック企業で物を買うのはどうかと思うが今の世の中、右を向いても左を見てもブラッ

ク、ブラック・・・。 

届いたルーペにはハードケースも付いてるので強度面の心配も緩和されるだろう。 

ルーペを尻に敷くこともないだろう。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=24
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27216


 

  

2019年1月9日 カテゴリー : 世の中のこと 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月5日のアーカイブ 

もうこりた(忘己利他) 

新年を迎え愚痴初めを一つ。 

今、政治を司どるひとたちの疲弊がひどい。 

安倍首相が関わった森友加計問題に限ればあの時首相は夫人の関与があれば議員を辞めると言いましたよねぇ

～。 

森友問題、加計問題でスキャンダラスな証拠を色々突きつけられても逃げまわり知らぬふりして総理大臣の椅

子にしがみつく。 

人はこれを｢厚顔無恥｣と言う。 

瀬戸内寂聴さんがある新聞で語る｢忘己利他｣(もうこりた)という仏教の言葉があります。天台宗の開祖である最

澄の一番の理想です。私たちは自分のことを優先に考えがちです。自分の国さえよければ、よその国の人が飢

え死にしてもいい、と。そうじゃなくて、自分のことは置いておいて、人の幸せを考えなさいという、なかな

かいい教えです。｣ 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=15
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27206
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27206
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190109aa.jpg


家族や友人の犯罪を覆い隠し一部の人たちに奉仕する安倍政権は《もうこりた》。 

話しは変わって、正月といえどもこれといった真似事をしなくなって久しいがそれでもワイフは｢松飾り｣だけ

は忘れない。 

 

  

2019年1月5日 カテゴリー : 世の中のこと 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月4日のアーカイブ 

通いのスーパーマーケット 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=15
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27198
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/DSC_0281.jpg


 

鈴蘭台の有馬街道沿いは近年活況を呈してきた。 

食材を売る店も増えた。 

阪神高速北神戸線箕谷インターの傍にスーパーマーケット・マルハチがある。 

今年の買い初めは此処で。 

品揃えも豊富で価格もリーズナブル。 

 2019年1月4日 カテゴリー : フード 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月2日のアーカイブ 

月と金星のランデブー 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=9
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27188
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/DSC_0275.jpg


 

夜明けの明星（金星）が 明け方昇ってくる月に並ぶ。 

見ごろは朝焼けが始まる午前6時過ぎ。 

写真を撮ったのは6時24分。 

熱々のカップルに邪魔されたのかピンボケ。 

一眼レフを神戸に置いてきたのでスマホにて撮影。 

遠景を捉える場合スマホは力不足。 

2019年1月2日 カテゴリー : 丸太小屋の四季 投稿者 : yuyu-sha 

2019年1月1日のアーカイブ 

親父の小言 

母の遺品を整理していると一片の紙切れが出てきた。 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=13
http://yuyu-sha.net/wp/?p=27183
http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190102a.jpg


 

「親父の小言」なる苦言が四十ほど並べられてある。 

一読して思うに母はこれを金科玉条にしてたのではなかろうか？ 

祖父や父を亡くしたあと、私の「親父」は上記の紙片のような気がする。 

http://yuyu-sha.net/wp/wp-content/uploads/2019/01/190101a.jpg


現在の私に当てはめるとその多くの「一言一句」が未完だ。 

今年は「一言一句」の中から「人には腹を立てるな（一怒一老）！」の完成を目指そう。 

一つ怒れば一つ歳をとるという意味 

2019年1月1日 カテゴリー : 無題 投稿者 : yuyu-sha 

http://yuyu-sha.net/wp/?cat=1

